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（１）検討の経緯

参議院改革協議会（平田健二座長）は、参

議院の組織及び運営に関する諸問題を調査

検討するため、第168回国会の平成19年11月

30日に設置された。

第169回国会において、本協議会は２回の

調査検討を行った。

まず、平成20年２月28日に協議会（第２回）

を開き、事務局から定数較差問題に関する協

議経過等について説明を聴取した後、参議院

選挙制度の抜本改革に関する今後の協議の

在り方について意見交換を行った。また、ＯＤ

Ａ調査の海外派遣について意見交換を行っ

た。

次に、６月９日に協議会（第３回）を開き、参

議院選挙制度の改革については、本協議会

の下に専門委員会（選挙制度）を設置し、検

討を委ねることを決定した。また、「議院運営

委員会は、議員の海外派遣の年度計画を決

定するに当たり、ＯＤＡ調査の海外派遣につ

いてはＯＤＡ特別委員会の意見を十分に尊

重するものとする。」との確認を行った。なお、

決算に関する警告決議の在り方等について

意見交換を行った。

（２）協議会経過

○平成20年２月28日（木）（第２回）

参議院の組織及び運営の改革について協議を行った。

○平成20年６月９日（月）（第３回）

一、専門委員会（選挙制度）の設置について協議決定した。

一、参議院の組織及び運営の改革について協議を行った。



（３）参議院改革協議会設置要綱

参議院の組織及び運営の改革に関する協議会の設置要綱

第１ 名称及び目的

参議院の組織及び運営に関する諸問題を調査検討するため、参議院議長（以下「議

長」という。）の下に参議院の組織及び運営の改革に関する協議会（以下「参議院改

革協議会」という。）を置く。

第２ 構成

(1) 参議院改革協議会は、協議員10人以内をもって組織する。

(2) 前項の協議員は、議院運営委員会理事会において協議した結果に基づき、議長が

委嘱するものとする。

第３ 運営

(1) 参議院改革協議会の調査検討の対象は、参議院の組織及び運営の改革に関する次

の事項とする。

① 議長が各会派代表者懇談会を開いた上で又は独自に、必要と認めて付議する事

項

② 参議院改革協議会が必要と認める事項

(2) 参議院改革協議会の座長は、同協議員の中から議長が委嘱するものとする。

(3) 議長、副議長及び議院運営委員長は、随時、参議院改革協議会に出席し、発言す

る。

(4) 参議院改革協議会は、必要と認める者から意見を聴取することができる。

(5) 参議院改革協議会における調査検討の結果、その意見を決定するには、全会一致

となるよう努めるものとする。

(6) 参議院改革協議会の運営についてこの要綱に定めのあるもののほかは、国会法に

よる委員会の運営に準拠するものとする。

(7) 議長は、参議院改革協議会から調査検討の結果の報告を受けたときは、各会派代

表者懇談会に諮り、適切な措置を採るものとする。

第４ その他

(1) 参議院改革協議会の設置は、議院運営委員会の決定によるものとする。

(2) 参議院改革協議会の設置については、本会議に報告するものとする。

(3) この要綱において「各会派代表者懇談会」とは、議長が主宰し、副議長、各会派

の代表者と議院運営委員長が出席して従来慣行として開かれているものをいう。


